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「持株管理の使い方」

ＪＰ法株価分析システム・総合版には「持株管理」プログラムがあります。

今では、ネット証券が充実しわざわざこの機能を使うユーザーの方もあまりおられない
のかもしれません。

かく言う私もほとんど使っていません。使ってみれば分かってくる事ですが、ちょっと
した入力でエラーとなったりします。

原型が今から３０年弱のもので、そこからあまり手を加えていないのが実情です。
そのため、使い勝手が悪い点が多々あります。申し訳ございません。

何を入力すればいいのかは「説明」をクリックすると、表示されます。
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全ての項目を埋める必要はありません。最低限下記の項目さえ入力していれば、損益が
分かります。

銘柄コード、売買フラグ、単価、株数、決済フラグです。損益を出すには、この５つが
必須です。

入力を間違えた場合は、キーボードの「Ｄｅｌｅｔｅ」を間違えたセルにカーソルを合
わせ、押して下さい。

入力を間違えた・・・

「 Ｄｅｌｅｔｅ」キーで消えます。
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損益を出すには、「銘柄コード、売買フラグ、単価、株数、決済フラグ」を入力と書き
ましたが、例えば決済フラグを入力せずに「チェック」をクリックすると下記のエラー
となっしまいます。

もしここで、「書込」をクリックし保存していなければ、最初から入力をやり直しとな
ってしまいます。

※こういうところが問題なのですが、まだ手直しをしておりません。申し訳ございませ
ん。

この入力が重要です。
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ここまで入力して「チェック」をクリックすると、損益が表示されます。

持株管理の表は、右へ長いのでスクロールして見て下さい。

損益を表示させる

右へスクロール

右へスクロール
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売買日付は入力しなくても構いませんが入力後、「チェック」をクリックすると、経過
日数が表示されます。

１つのシートに登録出来る銘柄数は最大９９銘柄です。例えば、下記のように入力し、
「チェック」をクリックすると・・・

このようになります。
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右へスクロール

シートを保存する場合は、「書込」をクリックします。

下記のように番号をたずねてきますので、入力後、「ＯＫ」をクリックします。
今回は９０７番としました。

ここに９０７と入ってきます。※既に同じ番号があると上書きします。ご注意を！
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次回、９０７番シートを表示させるには、ここに「９０７」と入力し、「読込」をクリ
ックします。
このようになります。

もう１つの方法は「一覧」をクリックし、

そうすると、今まで作成した持株管理シートが表示されます。
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このように表示
今まで作成した持株管理シート

拡大

この中から、表示させたいもの（番号で判別）をクリックし、「開く」をクリックしま
す。
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「読込」と同じように表示されます。

銘柄の登録方法は、下記のようにあいだを開けても構いません。
一番上から順番に、というわけではありません。

持株管理シートは、１番から９９９９番まで作成出来ます。今まで作成したシートは先
の「一覧」をクリックすれば、分かりますがどんな銘柄を登録したのかまでは、表示さ
せてみないと分かりません。

複数シートを使う向きは、どんな銘柄群を入力したのかが分かるように、別途メモが必
要です。※こうした部分も改良の余地がありますね・・・。


